
後
継
者
不
足
に
悩
む
企
業
と

買
い
手
を
マ
ッ
チ
ン
グ

　
島
田　
近
年
、
米
国
の
経
営
学
界
で
は

ア
ッ
プ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」

に
代
表
さ
れ
る
企
業
の
急
成
長
を
指
し
て

「
ブ
リ
ッ
ツ
ス
ケ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ッ
ツ
ス
ケ
ー
ル
を

果
た
し
て
い
る
企
業
に
共
通
す
る
の
は
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
優
れ
て
い
た
り
販
売

手
法
に
強
み
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
点
に

加
え
て
そ
れ
ら
を
融
合
、
差
別
化
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
、
実
行
し
て
い
る

点
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
で
分
析
す
る
と
、
ブ

リ
ッ
ツ
ス
ケ
ー
ル
企
業
は
日
本
に
も
あ
る
。

私
は
そ
の
代
表
的
事
例
と
し
て
日
本
Ｍ
＆

Ａ
セ
ン
タ
ー
に
着
目
し
、
こ
の
た
び
「
日

本
型
ブ
リ
ッ
ツ
ス
ケ
ー
ル
・
メ
ソ
ッ
ド
」

を
出
版
し
た
。
ま
ず
は
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン

タ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
強
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
三
宅　
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
最

も
特
徴
的
と
い
え
る
の
は
、
Ｍ
＆
Ａ
で
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
い

る
点
だ
。
従
来
の
Ｍ
＆
Ａ
は
熟
練
の
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン
カ
ー
が
職
人
技
で
案

件
を
ま
と
め
る
世
界
だ
っ
た
が
、
そ
の
よ

う
な
や
り
方
で
は
事
業
と
し
て
大
き
く
拡

大
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
当
社
に
は
中
小
企
業
経
営
者
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
で
あ
る
地
域
金
融
機
関
や
会

計
事
務
所
、
証
券
会
社
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
後
継
者
不
足
な
ど
事
業
承
継

に
悩
む
中
小
企
業
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

買
い
手
企
業
を
探
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

の
が
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
標
準
化
し
、
地
域
金
融
機
関

や
会
計
事
務
所
な
ど
に
す
べ
て
公
開
し
て

い
る
。

　
当
社
の
手
法
を
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の

情
報
交
換
を
促
進
し
、
よ
り
精
度
の
高
い

マ
ッ
チ
ン
グ
を
可
能
に
し
、
生
産
性
も
向

上
さ
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

従
業
員
の
能
力
を
把
握
し

Ｍ
＆
Ａ
の
業
務
を
定
型
化

　
島
田　
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
は
２
０

１
０
年
か
ら
９
期
連
続
増
収
増
益
を
達
成

す
る
な
ど
飛
躍
的
に
業
績
を
伸
ば
し
て
お

り
、
Ｍ
＆
Ａ
を
専
業
と
す
る
企
業
で
は
時

価
総
額
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
経
常
利
益

率
も
長
ら
く
40
％
台
後
半
を
維
持
し
て
い

る
。
米
国
で
も
こ
れ
ほ
ど
高
い
利
益
率
で

ブ
リ
ッ
ツ
ス
ケ
ー
ル
し
て
い
る
企
業
は
お

そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ブ
リ
ッ

ツ
ス
ケ
ー
ル
は
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
能

力
を
把
握
し
な
が
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
業
務
を
定

型
化
し
、
業
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
つ
く

っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

と
い
え
る
。

　
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
の
強
み
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
成
長
志
向
を
持
つ
国

内
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
勇
気
づ
け
る
と

考
え
て
い
る
。
特
に
地
方
で
は
中
小
企
業

経
営
者
が
相
談
で
き
る
専
門
家
が
少
な
く
、

情
報
格
差
に
悩
む
声
も
多
い
。
地
域
で
活

躍
す
る
中
小
企
業
や
そ
こ
で
働
く
方
々
は
、

ぜ
ひ
本
書
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

優
良
企
業
を
ス
タ
ー
企
業
に

人
材
呼
び
寄
せ
る
施
策
が
重
要

　
三
宅　
地
方
創
生
は
非
常
に
重
要
だ
。

当
社
は
地
域
企
業
を
①
個
人
事
業
主
・
零

細
企
業
②
中
小
企
業
③
中
堅
企
業
④
優
良

企
業
―
―
の
４
階
層
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

存
続
・
発
展
の
戦
略
を
考
え
て
い
る
。

　
家
族
経
営
が
主
の
個
人
事
業
主
・
零
細

企
業
は
地
域
社
会
に
不
可
欠
な
存
在
で
、

数
も
多
い
。
彼
ら
が
廃
業
す
る
こ
と
な
く

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
当
社
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
社
・
事
業
を
買
い
た

い
人
と
売
り
た
い
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

Ｍ
＆
Ａ
・
事
業
承
継
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト「
Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
ｚ
（
バ
ト
ン
ズ
）」を

運
営
し
て
い
る
。

　
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
経

済
産
業
省
に
よ
る
と
全
国
に
４
０
０
万
社

あ
る
中
小
企
業
の
後
継
者
不
在
率
は
66
％

超
に
上
り
、
そ
の
う
ち
１
２
７
万
社
が
25

年
ま
で
に
廃
業
す
る
見
込
み
だ
。
こ
の
う

ち
60
万
社
は
黒
字
企
業
。
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ

て
中
小
企
業
を
存
続
さ
せ
、
戦
略
を
持
っ

て
活
性
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
一
方
、
中
堅
企
業
に
必
要
な
の
は
成
長

戦
略
だ
。
当
社
は
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
提
案
し
て
買
収
に
よ
る
実
現
を
後
押
し

す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ン
ド
戦
略
や
海
外
戦
略

支
援
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

　
階
層
の
最
上
位
に
位
置
す
る
優
良
企
業

は
「
地
域
の
ス
タ
ー
企
業
」
に
育
成
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
堅
・
中
小
企
業
が
い
く
ら
努
力
し
て
も
、

地
元
の
優
秀
な
若
者
が
進
学
に
伴
い
都
心

部
に
流
出
し
た
ま
ま
卒
業
後
も
戻
っ
て
こ

な
け
れ
ば
、明
る
い
未
来
は
描
き
づ
ら
い
。

優
秀
な
人
材
が
地
域
経
済
に
未
来
を
感
じ
、

「
ぜ
ひ
入
社
し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な

会
社
を
各
地
域
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　
島
田　
同
地
域
に
ス
タ
ー
企
業
が
あ
っ

て
地
域
企
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
生
態
系
）

が
成
り
立
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
地

方
創
生
が
可
能
に
な
る
。
ス
タ
ー
企
業
を

つ
く
る
と
い
う
取
り
組
み
の
意
義
は
非
常

に
大
き
い
。

　
三
宅　
ス
タ
ー
企
業
に
育
て
る
た
め
、

当
社
は
特
定
投
資
家
向
け
株
式
市
場
「
T

O
K
Y
O
P
R
O
M
a
r
k
e
t
」
へ

の
上
場
適
格
性
を
判
断
す
る
Ｊ
-Ａ
ｄ
ｖ

ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
資
格
を
取
得
し
た
。
今
後
は
各

都
道
府
県
で
年
１
社
の
ペ
ー
ス
で
プ
ロ
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
上
場
さ
せ
、
い
ず
れ
は
ジ
ャ

ス
ダ
ッ
ク
や
マ
ザ
ー
ズ
な
ど
一
般
市
場
に

上
場
し
て
い
く
よ
う
な
若
く
て
元
気
な
会

社
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

企業の爆発的成長の実現へ
日本型ブリッツスケール・メソッドとは 「

地
域
企
業
の
生
態
系
構
築
が
真
の
地
方
創
生
」

「
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
い
中
小
企
業
を
支
援
」
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　国内有数のM&A（合併・買収）・事業承継契約件数を誇る日本M&Aセンターはこれまでに5000件超の企業の
M&Aを成約に導いてきた。経営コンサルタントでピー・アンド・イー・ディレクションズ代表の島田直樹氏は日本M&A
センターが「ブリッツスケール（爆発的成長）」を続ける理由を分析した。その分析結果をまとめた書籍「日本型ブリッ
ツスケール・メソッド」の出版に合わせ、日本M&Aセンターの強みや今後の戦略について同社社長の三宅卓と語り合った。

企画・制作＝日本経済新聞社
イベント・企画ユニット

広　告

プロフィル／一橋大商卒。マサチューセッツ工科大学・経営
大学院修了。アップル、ボストンコンサルティンググループ
などを経て2001年ピー・アンド・イー・ディレクションズを
創業。日本M&Aセンターの社外取締役も務めた。

プロフィル／日本オリベッティを経て日本M&Aセンターの
設立に参加。中堅・中小企業のM&A実務の草分け的存在
で、中小企業M&Aのノウハウを確立。品質向上と効率化を
実現させ、大幅な業績アップを実現して上場に貢献する。

『日本型ブリッツスケール・メソッド
日本M＆Aセンターの経営成長戦略』

著：島田直樹　 日本経済新聞出版社

ピ
ー・ア
ン
ド・イ
ー・デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ　
代
表
取
締
役　
　

島
田 

直
樹
氏

日
本
M
＆
A
セ
ン
タ
ー　
代
表
取
締
役
社
長　
　

三
宅 

卓

第１位
丸善日本橋店

ビジネス・経済
（3月12日～18日）

４階層それぞれに
存続・発展の戦略を展開

地方創生のコンセプト

優良
企業

中堅企業

中小企業

零細企業

スター企業に

成長戦略で活性化

事業承継問題の解決
で存続
インターネットマッチング
で存続

４°右回転した


